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第６回 核兵器廃絶 - 地球市民集会ナガサキ

　

11
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日

間
、
「
第
６
回 

核
兵
器
廃
絶-

地
球
市

民
集
会
ナ
ガ
サ
キ
」
が
開
催
さ
れ
、
開

会
・
閉
会
集
会
や
４
つ
の
分
科
会
、
特

別
企
画
、
そ
の
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ブ
ー
ス
や
自

主
企
画
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
延
べ
３
５
８
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

北
東
ア
ジ
ア
の
非
核
化
を
テ
ー
マ
と

し
た
分
科
会
１
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
４
に
お
い
て

は
、
国
内
外
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
加
え
、

外
務
省
の
「
核
軍
縮
の
実
質
的
な
進
展

の
た
め
の
賢
人
会
議
」
の
委
員
で
あ
る

核
軍
縮
の
専
門
家
４
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
、
議
論
の
活
性
化
へ
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
２
で
は
、
第
１
部
と
し
て
「
被

爆
の
継
承
〜
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
想
い
に
学

び
・
伝
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
被
爆
者
・

被
爆
三
世
・
海
外
の
平
和
活
動
家
が
発

表
し
、
会
場
の
参
加
者
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
第
２
部
の
被
爆
継
承
サ

ロ
ン
で
は
、
継
承
活
動
を
し
て
い
る
小

規
模
団
体
、
個
人
が
活
動
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
次
世
代
と
つ
く
る
核
な
き

世
界
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
３
に

お
い
て
は
、
市
内
の
大
学
生
の
企
画
の

も
と
、
県
外
３
人
、
海
外
17
人
の
大
学

生
の
ほ
か
、
高
校
生
も
多
く
参
加
し
、

核
兵
器
廃
絶
の
共
通
の
目
的
を
も
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
る
若
者
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
づ
く
り
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
集
会
の
集
大
成
と
し

て
「
長
崎
ア
ピ
ー
ル
２
０
１
８
」
を
採

択
し
ま
し
た
。

　長崎平和推進協会は、 NGO ブースへ出展し、 協会の活

動紹介や被爆証言映像を上映しました。 平和のメッセージ

コーナーも設置し、 子どもたちが思い思いのメッセージを残

してくれました。

　また、 「被爆体験を語り継

ぐ 永
と

遠
わ

の会」 が、 福田須

磨子さんなどの被爆体験記

を朗読し、 来場者は熱心に

耳を傾けていました。

- 長崎アピール 2018 （骨子） -

１　世界の全ての国に核兵器禁止条約の早期批准と核不
拡散条約 （ＮＰＴ） 第６条の誠実な実行を要請し、 中
でも米国とロシアの核兵器削減のための対話と軍縮交
渉の開始を強く要請する。

２　核抑止力に依存する全ての国に対し、 核兵器の役割を
低減 ・ 廃棄し、 「地球市民の安全保障」 に基づく安全
保障政策への転換を要請する。

３　最近の南北対話、 米朝対話の進展を心より歓迎し、 対
話の中での約束を忠実に履行するとともに、 北東アジア
非核兵器地帯の設立に向けて交渉開始を要請する。

４　被爆者人口が減少する中、 若い世代のイニシャティブ
に勇気づけられた。 全ての世代が被爆者の悲劇的な経
験を次の世代に継承していくことを要請する。

５　唯一の戦争被爆国として日本は核兵器依存を終了さ
せ、 核兵器禁止条約の署名と北東アジア非核兵器地
帯を促進する努力を真摯に行うことを要請する。
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最終ディスカッション 「自分たちが考える平和への取り組み」

アジアの若者による平和ネットワーク構築プログラム

　

追
悼
平
和
祈
念
館
で
は
、
ア
ジ
ア
の

若
者
た
ち
が
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
の
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
は
11
月
13
日
か
ら

20
日
に
か
け
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
、

中
国
か
ら
学
生
、
教
官
を
招
聘
し
ま
し

た
。

　

９
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、「
核
兵
器

廃
絶-

地
球
市
民
集
会
ナ
ガ
サ
キ
」
に

合
わ
せ
て
実
施
し
、
分
科
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
専
門
家
や
平
和
活
動
を
行
っ

て
い
る
方
々
の
想
い
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
「
次
世
代
と
つ
く
る

核
な
き
世
界
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
分
科

会
に
は
、
３
か
国
の
学
生
代
表
も
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
意
見
を
発
表
し
、
そ
の

後
、
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
国
や
世
代

の
垣
根
を
越
え
て
英
語
を
駆
使
し
な
が

ら
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

地
球
市
民
集
会
へ
の
参
加
の
ほ
か
、

原
爆
資
料
館
や
追
悼
平
和
祈
念
館
、
長

崎
大
学
の
原
爆
医
学
資
料
展
示
室
の
見

学
や
被
爆
遺
構
碑
め
ぐ
り
を
行
い
、
最

終
日
は
、「
自
分
た
ち
が
考
え
る
平
和
へ

の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
発
表
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
提
案
し
た

課
題
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
は
２
月

の
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
で
発
表
し
ま
す
。

被爆遺構碑めぐり

分科会に参加

最終ディスカッション

帰国後、

どのように

実施したかを2月の

ピースネットで

報告発表 !

中国 韓国 マレーシア

①家族や友人に自分の意見

を伝え、 お互いの認識や

情報を共有する。

②周囲の人間の多種多様な

考え方を受け入れる。

③平和ボランティア活動な

ど、 私たちが日常でできる

最善を尽くす。

④図書館等で日中間の正し

い歴史や事実を学び、 平

和への姿勢を構築する。

⑤多角的なテレビ番組や

SNS 等で有益な情報を集

める。

①各国の若者間の協力によ

るネットワーク基盤を作る。

②音楽や絵画、 ネイルアート

などによるアート ・パフォー

マンスで平和を伝える。

③授業に平和学習を積極的

に取り入れ、 平和研究の

時間を作る。

④今回の APN プログラムの

活動内容を記したブログを

開設する。

⑤被爆者や専門家へのイン

タビューを行う。

①無知をなくすため、 平和

教育を見直す。  

②環境汚染による病気のリ

スク、 農業への影響など

を考える。

③いろんな政治家の核廃絶

に対する考え方を知る。

④国家セキュリティの実相

を、 メディアを通して学

ぶ。

⑤ 平 和 を 伝 え る メ ッ セ ン

ジャーとしての役割を、

SNS を通じて行う。

　最終日には、 地球市民集会に参加して、 「核兵器廃絶を実現するために、 これから自分た
ちが取り組んでいく課題」 を 5 項目発表してもらいました。
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追
悼
平
和
祈
念
館
で
は
、
被
爆
60

周
年
の
平
成
17
年
度
か
ら
毎
年
海
外

原
爆
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
10
月
１
日
か
ら
11
月
30

日
ま
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
ポ
ル
ト

市
で
開
催
し
ま
し
た
。
ポ
ル
ト
市
役
所

１
階
を
展
示
会
場
と
し
、
照
明
や
音

響
効
果
も
使
っ
て
被
爆
の
実
相
と
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

継
承
部
会
員
の
三
瀬
清
一
朗
さ
ん

が
、
ポ
ル
ト
市
で
は
ポ
ル
ト
大
学
な
ど

で
４
回
、
首
都
リ
ス
ボ
ン
市
で
は
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
な
ど
で
原
爆
ポ
ス
タ
ー
展

開
催
と
合
わ
せ
て
２
回
、
合
計
６
回
、

被
爆
体
験
を
話
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

会
場
で
も
活
発
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

終
了
後
は
三
瀬
さ
ん
と
の
握
手
や
写

真
撮
影
を
求
め
る
人
た
ち
が
長
蛇
の

列
を
作
る
な
ど
、
大
盛
況
の
講
話
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
海
外
原
爆
展
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
初
め
て
、
家
族
・

交
流
証
言
者
の
吉
田
睦
子
さ
ん
が
講

話
を
、
被
爆
体
験
記
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
前
川
智
子
さ
ん
が
朗
読
を
ポ
ル
ト

市
、
リ
ス
ボ
ン
市
、
カ
ス
カ
イ
ス
・
エ
ス

ト
リ
ル
地
方
の
学
校
な
ど
で
行
い
ま
し

た
。

　

サ
ラ
ジ
ア
ノ
学
校
で
は
、
冒
頭
に
数

人
の
高
校
生
が
日
本
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
後
行
っ
た

被
爆
の
実
相
を
伝
え
る
講
話
と
朗
読

に
、
約
３
０
０
人
の
高
校
生
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

国
連
軍
縮
週
間

（
10
月
24
日
～
30

日
）
の
土
曜
日
に
合
わ
せ
て
毎
年
実

施
し
て
い
る

「
市
民
の
つ
ど
い
」
を
、

今
年
は
10
月
27
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
が
雨
天
だ
っ
た
た
め
、
今
年
こ

そ
は
と
願
い
を
込
め
て
、
事
務
局
職
員

で
、
て
る
て
る
坊
主
を
作
り
ま
し
た
が
、

前
日
は
雨
。
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配

し
ま
し
た
が
、
一
夜
明
け
る
と
爽
や
か

な
秋
晴
れ
が
広
が
り
、
子
ど
も
か
ら

年
配
の
方
ま
で
多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
エ
コ
風
船
、
原
爆
写
真

展
、
折
り
鶴
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
各

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
長
崎
県
地
域
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
長
崎
市
婦
人
会
と

活
水
高
校
・
中
学
校
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
戦
時
食
コ
ー
ナ
ー
、
紙
し
ば
い
会
に

よ
る
紙
芝
居
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
綿
菓

子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
行
列

が
で
き
る
な
ど
、
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
戦
時
中
の
精
米
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
子
ど
も
達
も
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「市
民
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
て
、

あ
ら
た
め
て
戦
争
・
原
爆
・
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
連
軍
縮
週
間
　

市
民
の
つ
ど
い
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こ
の
度
、
海
外
原
爆
展
の
被

爆
体
験
講
話
者
と
し
て
大
役
を

お
受
け
し
ま
し
た
。
最
初
の
学

校
で
は
、
童
謡
「
鯉
の
ぼ
り
」

で
歓
迎
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

全
校
あ
げ
て
の
受
け
入
れ
に
感

激
し
ま
し
た
。
ポ
ル
ト
大
学
の

講
話
会
場
に
は
大
学
生
を
中
心

に
、
一
般
市
民
も
参
加
し
、
廊

下
に
も
溢
れ
る
ほ
ど
の
超
満

席
。
立
錐
の
余
地
の
な
い
中
で

の
講
話
と
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ス
ボ
ン
市
で
は
、
「
日
本

の
若
者
の
平
和
に
対
す
る
考
え

を
知
り
た
い
」
と
の
質
問
に
高

校
生
平
和
大
使
の
話
題
を
取
り

上
げ
た
と
こ
ろ
、
男
子
学
生
４

人
が
「
自
分
た
ち
も
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
ね
ば
」
と
共
感
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ

き
、
平
和
の
大
切
さ
を
共
有
す

る
時
間
を
持
て
た
こ
と
、
国
に

よ
り
考
え
の
違
い
は
あ
っ
て

も
、
核
廃
絶
の
必
要
性
は
世
界

の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

ま
し
た
。

　

家
族
・
交
流
証
言
者
と
し
て
、

被
爆
者
・
末
永
浩
さ
ん
の
被
爆

体
験
を
中
心
に
、
長
崎
原
爆
や

被
爆
の
実
相
、
被
爆
者
の
苦
し

み
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実

現
に
向
け
た
活
動
の
必
要
性
な

ど
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

原
爆
展
会
場
と
な
っ
た
ポ
ル

ト
市
庁
舎
の
他
、
学
校
や
図
書

館
で
合
計
５
回
、
講
話
を
行
い

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
会
場
で

も
関
心
が
高
く
、
熱
心
に
聞
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
事

前
学
習
等
も
行
っ
て
い
た
そ
う

で
、
質
疑
応
答
や
日
本
の
若
者

に
関
す
る
疑
問
も
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
が
海
外
で
、
ま
た
英
語

で
行
う
初
め
て
の
講
話
と
な
り

緊
張
し
ま
し
た
が
、
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
こ

の
よ
う
な
機
会
を
増
や
し
、
子

供
達
に
吸
収
さ
せ
た
い
」
と
の

声
も
あ
り
、
今
後
も
続
け
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
被
爆
体
験
記
や
紙
芝

居
、
核
廃
絶
と
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
日
本
語
ま
た
は
英

語
で
朗
読
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
、
被
爆
前

後
の
長
崎
の
街
の
様
子
な
ど
の

写
真
を
写
し
な
が
ら
、
今
村
政

子
さ
ん
と
辻
本
一
二
夫
さ
ん
の

体
験
記
を
朗
読
す
る
と
、
熱
心

に
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
日
本
の
若
者
は
原
爆

の
知
識
が
な
い
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
書
い
て
あ
っ
た
が
、

何
故
か
」
な
ど
の
質
問
も
あ
り
、

多
方
面
か
ら
回
答
し
ま
し
た
。

　

あ
る
学
校
で
は
朗
読
前
に
、

生
徒
が
日
本
文
化
に
つ
い
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た

り
、
歴
史
や
物
理
の
授
業
の
中

で
原
爆
に
つ
い
て
の
事
前
学
習

を
行
う
な
ど
、
綿
密
な
準
備
に

感
激
し
ま
し
た
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
在
住
の
日
本
人

の
方
々
か
ら
も
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
充
実
し
た
朗
読
活
動
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

一升瓶を使った精米
　

今
年
は
、
大
根
飯
や
野
草
の

天
ぷ
ら
等
の
戦
時
食
の
試
食
の
ほ

か
、
一
升
瓶
を
使
っ
た
精
米
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
な
か

な
か
白
米
に
な
ら
な
い
地
道
な
作

業
に
、
今
の
当
た
り
前
の
生
活
に

対
す
る
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　昭和 16 年からの配給制

では玄米等が中心でした

が、精米率が低いために消

化が悪く、味も劣りました。

　各家庭では、美味しく食

べられる米にするため、一

升瓶に玄米を入れて棒で突

き、米の摩擦で周囲の皮を

取り除く精米作業を行って

いました。

五穀飯 ・ 大根飯

芋団子

野草の天ぷら

ふかし芋

三瀬 清一朗氏

被爆体験講話

吉田 睦子氏

家族 ・ 交流証言

前川 智子氏

被爆体験記朗読

海外原爆展で講話や朗読を行った３人に感想を伺いました
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継
承
部
会
の
原
爆
遺
跡
研
修
班

が
主
催
す
る

「
市
民
対
象
碑
め
ぐ

り
」
を
９
月
16
日
に
開
催
し
、
約

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ま
ず
西
浦
上
小
学
校

体
育
館
に
集
合
し
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
当
時
の
航
空
写
真
等
を
投
影
し

な
が
ら
、
周
辺
の
被
爆
状
況
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

稲
積
神
社
に
移
動
し
、
山
田
一
美

さ
ん
が

「
あ
の
日
、
少
し
前
ま
で

友
達
と
将
棋
を
し
て
い
た
が
、
そ

の
友
達
は
川
に
泳
ぎ
に
行
き
、
被

爆
し
て
死
亡
し
た
。
自
分
も
外
出

し
て
い
た
が
、
こ
の
稲
積
神
社
の
陰

で
熱
線
を
受
け
ず
に
生
き
残
っ
た
」

と
、
一
瞬
の
運
命
が
人
の
生
死
を

分
け
た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
長
崎
大
学
附
属
中
学
校
に
移
り
、

築
城
昭
平
さ
ん
が

「
自
分
は
師
範

学
校
の
寮
で
就
寝
中
に
被
爆
し
た
。

建
物
は
全
壊
し
、
助
け
出
さ
れ
て

生
き
残
っ
た
。
そ
の
当
時
の
人
で
、

生
き
残
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
」
と

話
し
、
そ
の
他
に
も
継
承
部
会
の

方
が
被
爆
の
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
爆
し
た
場
所
で
、

被
爆
者
か
ら
そ
の
体
験
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
大
変
貴
重
な

時
間
で
、
参
加
し
た
市
民
の
中
に

は

「
被
爆
者
か
ら
直
接
話
を
聞
け

て
良
か
っ
た
。
こ
の
経
験
を
被
爆
継

承
に
活
か
し
た
い
」
と
語
る
方
も
い

ま
し
た
。

　

国
際
交
流
部
会
が
毎
年
開
催
し

て
い
る

「
外
国
人
と
市
民
の
集
い
」

は
、
５
人
の
外
国
の
方
が
日
本
語

で
話
す
集
ま
り
。
Ｑ
＆
Ａ
の
時
間

も
た
っ
ぷ
り
あ
り
、
話
が
盛
り
上
が

る
の
が
魅
力
で
す
。
32
回
目
を
迎

え
る
今
年
は
11
月
10
日
に
開
催
し
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ

ギ
リ
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
中
国
か
ら
例

年
よ
り
多
い
６
人
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が

参
加
し
、
様
々
な
話
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ド
さ
ん

（
豪
）
は
、
「
嘘

も
方
便
」
な
ど
の
言
葉
が
人
の
気

持
ち
を
優
し
く
さ
せ
て
い
る
と
微

妙
な
と
こ
ろ
を
語
り
、
ハ
ミ
ッ
ド
さ

ん

（
英
）
は
、
失
く
し
た
お
金
が

戻
っ
て
き
た
し
、
バ
ス
に
乗
り
間
違

え
て
も
ち
ゃ
ん
と
案
内
し
て
く
れ
た

な
ど
、
感
動
体
験
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
チ
さ
ん

（
西
）
は
ス
ペ
イ

ン
の
あ
る
地
方
に
は
ハ
ポ
ン

（
ス
ペ
イ

ン
語
で
日
本
の
こ
と
）
と
い
う
名
前

の
人
が
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
と
の

繋
が
り
を
示
し
て
い
る
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
来
場
者
が
気
楽
に
質

問
が
出
来
る
楽
し
い
集
い
に
な
り
ま

し
た
。

西浦上国民学校

▼

二郷橋

▼

稲積神社

▼

長崎師範学校

コース

郵便はがきに「郵便番号」「住所」「氏名（フリガナ）」「電話番号」、および

当協会会員は会員と朱書きし、 下記までお申込みください。

〒 852-8117 長崎市平野町 7-8　長崎平和推進協会 「講演会」 係

● はがき 1 枚につき、 1 人の応募となります。

● 協会会員に限り、 はがき 1 枚で 2 人まで応募できます。

● 協会会員で 2 人応募する場合は 「2 人希望」 とお書きください。

応募締切　 平成 31 年 1 月 25 日 （金） 当日消印有効

★応募者多数の場合は会員優先のうえ抽選となります

国 際 交 流 部 会
は、 毎月 「国際
交流の夕べ」 も
開催しています。
興味のある方はご
連絡ください！

PEACE  WING  NAGASAKI 6

第 32 回外国人と市民の集い　by 国際交流部会

市民対象碑めぐり　by 継承部会
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会員の広場
　

11
月
に
「
核
兵
器
廃
絶
―
地
球
市
民

集
会
ナ
ガ
サ
キ
」
が
開
催
さ
れ
、
世
話
人

の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
が
、
参
加
し
て

分
か
る
こ
と
が
沢
山
あ
る
こ
と
を
実
感
し

た
。
は
ま
り
込
む
ほ
ど
楽
し
く
な
る
、
長

崎
に
居
な
が
ら
し
て
一
般
の
人
た
ち
が

「
壁
」
を
感
ぜ
ず
に
自
由
に
参
加
で
き
る

国
際
会
議
は
あ
ま
り
な
い
。
「
踊
る
阿
呆

に
見
る
阿
呆
」
と
言
う
が
参
加
型
の
方
が

何
倍
も
楽
し
い
。

　

会
報
に
は
様
々
な
行
事
な
ど
が
紹
介

さ
れ
て
い
て
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
も
の

も
あ
る
。
千
羽
鶴
の
解
体
・
仕
分
け
作
業

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
顔

が
と
て
も
印
象
的
。
外
国
人
に
折
り
鶴

を
教
え
な
が
ら
平
和
に
つ
な
が
る
と
言

う
の
も
素
敵
な
こ
と
に
想
え
る
。

　

会
員
も
会
員
以
外
の
人
た
ち
も
参
加

型
で
活
動
が
盛
り
上
が
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

吉
田
睦
子

お便りをお寄せください！
平和推進協会では、会員の皆様よりお便

りを募集します。会報をご覧になっての

ご意見、ご感想、お便りなど、会員の皆

様の声をお寄せください。投稿いただい

た声は、広報委員会を経て、「会員の広場」

で会報「へいわ」に掲載させていただき

ます。投稿は 300字以内でお願いします。

また、匿名の投稿はご遠慮ください。

E-mail：info@peace-wing-n.or.jp
〒 852-8117 長崎市平野町 7-8
長崎平和推進協会「会員の広場」係

NO. 7

長崎平和推進協会設立記念事業

　当協会では、会員の皆さまに平和への想いをさら
に強くしてもらうこと、また協会活動を広く知って
もらうことを目的に、毎年講演会を開催しています。
　2019 年はラグビーワールドカップが日本で開催さ
れ、2020 年には、東京オリンピック・パラリンピッ
クが予定されています。世界規模のスポーツの祭典
を前に、早稲田大学ラグビー部で活躍されたスポー
ツジャーナリスト・松瀬学氏が「平和とスポーツ」
について熱く語ります。是非ご応募ください。

郵便はがきに「郵便番号」「住所」「氏名（フリガナ）」「電話番号」、および

当協会会員は会員と朱書きし、 下記までお申込みください。

〒 852-8117 長崎市平野町 7-8　長崎平和推進協会 「講演会」 係

● はがき 1 枚につき、 1 人の応募となります。

● 協会会員に限り、 はがき 1 枚で 2 人まで応募できます。

● 協会会員で 2 人応募する場合は 「2 人希望」 とお書きください。

応募締切　 平成 31 年 1 月 25 日 （金） 当日消印有効

★応募者多数の場合は会員優先のうえ抽選となります

応募方法

2/10　日・
開演 14：00
開場　　13：30

 　 　 　 　（終演予定 15：30）

場所　　　長崎原爆資料館ホール  （長崎市平野町 7-8）

入場料　　無料  （郵便はがきによる応募が必要です）松
まつ

瀬
せ

学
まなぶ

さん

1960 年長崎県生まれ。

福岡 ・ 修猷館高校、 早稲田大学で

はラグビー部に所属。 1983 年、 共

同通信社に入社。 2002 年に同社

退社後、 ノンフィクション作家に。

　日本文藝家協会会員。 元ＲＷＣ

広報戦略長。 現 ・ 日本体育大学准

教授。 著書は 「汚れた金メダルー

中国ドーピング疑惑を追う」 「スクラ

ム」 など多数。

　2019 年 9 月中旬、ラグビーの強豪国スコットランド代表が長崎

市でキャンプを実施することになりました。スコットランドは長崎

で活躍した貿易商、トーマス・グラバーの出身地であり、スコット

ランドのアバディーン市は、長崎市と市民友好都市を結んでいます。

ラグビーのスコットランド代表が

長崎市にやってくる ! !

2019
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松瀬学氏 講演会　「平和とスポーツ」

― ラグビーワールドカップ 2019 に向けて ―

スポーツジャーナリスト ・ ノンフィクション作家



平
成
30
年
12
月
28
日
発
行

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

TOPICS! へいわトピックス
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（公財）長崎平和推進協会　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　 095-844-9961

抗　

議　

文

　

貴
国
が
、
昨
年
12
月
、
核
爆
発
を
伴

わ
な
い
臨
界
前
核
実
験
を
西
部
ネ
バ
ダ

州
で
実
施
し
た
と
の
報
道
に
接
し
ま
し

た
。

　

報
道
ど
お
り
で
あ
れ
ば
、
今
回
の
臨

界
前
核
実
験
は
、
今
年
２
月
の
「
核
態

勢
の
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）」
の
公
表
前

に
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
Ｎ
Ｐ
Ｒ
に
お

け
る
「
核
兵
器
の
役
割
拡
大
」
の
方
針

を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
貴
国
の
姿

勢
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

被
爆
地
長
崎
に
お
い
て
官
民
一
体
と

な
り
核
兵
器
廃
絶
・
世
界
恒
久
平
和
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
私
ど
も
「
公
益

財
団
法
人
長
崎
平
和
推
進
協
会
」
は
、

「
二
度
と
自
分
と
同
じ
悲
惨
な
体
験
を

世
界
中
の
誰
に
も
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
被
爆
者

の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
、
核
兵

器
の
役
割
を
強
化
す
る
貴
国
の
行
為
に

対
し
、
強
い
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
被
爆
地
長
崎
の
平
和
推
進

協
会
理
事
長
と
し
て
、
今
回
の
臨
界
前

核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
と
同
時
に
、

私
ど
も
の
切
な
る
訴
え
を
お
聞
き
届
け

い
た
だ
き
、
全
て
の
核
兵
器
関
連
の
実

験
を
放
棄
し
て
、
地
球
上
か
ら
核
兵
器

を
な
く
す
た
め
共
に
歩
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
要
請
い
た
し
ま
す
。

10 月 15 日、 トランプ米大統領宛に
核爆発を伴わない臨界前核実験に対する抗議文を送付しました

長崎平和推進協会
LINE 始めました！

被爆体験を語り継ぐ 永
と

遠
わ

の会 第12回定期朗読会

埋もれた体験記を読む～私はこの場所で被爆した～

　毎週月曜日に、最新のイベント情

報や書籍販売の新刊案内、事務局か

らのお知らせなどを

発信していきます。

是非、友だち追加を

お願いします。

　追悼平和祈念館に収蔵されて

いる「被爆体験記集（通称：黒

本）」より、長崎市、時津町、

長与町で被爆された 8 人の体験

記を朗読します。ぜひご来場く

ださい。

QR コード

【問合せ】

 長崎平和推進協会 ☎ 095‐844‐9922【問合せ】追悼平和祈念館 ☎ 095‐814‐0055

日時：2月 17 日（日）14：00 ～ 15：00

場所：追悼平和祈念館 交流ラウンジ

◎
維
持
会
員

１
１
３
２
人

◎
賛
助
会
員

１
５
０
人

◎
学
生
会
員

１
２
人

（
平
成
30
年
12
月
16
日
現
在)

（
敬
称
略
）

◎
川
上　

正
德 

一
万
円

◎M
ike H

astie 

一
万
円

◎
山
脇
学
園
高
等
学
校
２
年
C
組

有
志　
　
　
　

  　

四
、四
九
一
円

◎D
ale H

am
ilton 

千
円

◎
匿
名 

七
人 

三
九
、一
〇
〇
円

　
当
協
会
の
活
動
は
皆
さ
ま
の
会
費
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
だ
会
費
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
な
い
方
は
、何
卒
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、先
に
お
送
り
し
て
い
る
払
込

票
に
よ
り
最
寄
り
の
郵
便
局
で
納
入
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
支
払
い
た
だ
い
た
会
費
は
、源
泉

所
得
税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

会
員
数
報
告

寄
付
者
紹
介

　

会
費
納
入
の
お
願
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

賛
助
会
員
（
団
体
・
法
人
）
の
一
覧
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

世界の核弾頭の数（2018年6月1日現在）

ロシア 米　国 フランス 中　国 英　国 イスラエル パキスタン インド 北朝鮮 合　計

～6,850 ～6,450 300 270 215 80 ～140 120～130 10～20 ～14,450

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/


